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三
月
一
一
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震

災
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
各
メ
デ
ィ

ア
は
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
扱
い
で
地
震
と

津
波
の
写
真
、映
像
な
ど
を
取
り
上
げ
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
報
じ
た
。
震
災
当
日

の
パ
リ
時
間
の
一
〇
時
頃
、
日
本
人
が

よ
く
訪
れ
る
パ
リ
の
オ
ペ
ラ
地
区
で
数

多
く
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
集
ま
り
、

路
上
で
日
本
人
を
探
し
出
し
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
う
と
い
う
異
例
な
光
景
が

見
ら
れ
た
。
震
災
二
日
目
で
起
き
た
福

島
第
一
原
発
の
爆
発
事
故
が
伝
え
ら
れ

た
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア
の
報
道

内
容
は
日
本
一
色
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま

で
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
関
心
の
高

か
っ
た
リ
ビ
ア
情
勢
か
ら
一
気
に
日
本

の
震
災
情
報
に
シ
フ
ト
し
た
。

　

今
回
の
日
本
の
震
災
に
対
し
、
フ
ラ

ン
ス
政
府
の
反
応
も
か
な
り
迅
速
だ
。

震
災
当
日
に
フ
ラ
ン
ス
の
ニ
コ
ラ
・
サ

ル
コ
ジ
大
統
領
が
日
本
の
菅
直
人
首
相

に
書
簡
を
送
り
、「
フ
ラ
ン
ス
は
日
本

が
こ
の
悲
劇
に
対
処
す
る
た
め
に
、
わ

が
国
に
希
望
さ
れ
る
す
べ
て
の
要
請
に

対
応
す
る
用
意
が
あ
り
ま
す
」⑴

と
フ
ラ

ン
ス
の
支
援
と
連
帯
を
即
座
に
表
明
し

た
。
翌
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
務
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
問
題
担
当
省
は
、
地
震
お
よ
び

津
波
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
活
動
に

全
力
を
注
ぐ
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。

そ
の
日
の
夜
に
フ
ラ
ン
ス
市
民
安
全
部

隊
の
救
援
隊
が
出
発
し
、
翌
日
に
甚
大

な
被
害
を
被
っ
た
宮
城
県
仙
台
市
に
到

着
、
即
座
に
救
援
活
動
を
展
開
し
た
。

ま
た
、
三
月
二
五
日
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら

一
五
〇
ト
ン
の
支
援
物
資
が
成
田
国
際

空
港
に
到
着
、
日
本
側
の
負
担
を
軽
減

さ
せ
る
た
め
、
自
ら
が
仙
台
ま
で
救
援

物
資
の
輸
送
を
行
っ
た
と
の
報
道
も

あ
っ
た

⑵

。
更
に
、
三
一
日
に
サ
ル
コ

ジ
大
統
領
が
訪
日
し
、菅
総
理
か
ら「
雨

の
日
に
や
っ
て
き
て
い
た
だ
け
る
友
人

は
本
当
の
友
人
だ
」⑶

と
サ
ル
コ
ジ
大
統

領
の
来
日
に
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
い
て
、
震
災
後

の
連
日
の
報
道
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
は

フ
ラ
ン
ス
人
に
あ
ま
り
馴
染
み
の
な

か
っ
た
福
島
、
宮
城
、
仙
台
な
ど
の
地

名
も
東
京
並
の
認
知
度
に
な
っ
た
よ
う

だ
。
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
フ
ラ
ン

ス
社
会
の
関
心
の
高
さ
は
こ
れ
ま
で
例

を
見
な
い
。
そ
の
背
後
に
恐
ら
く
以
下

の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
今
回
の
大
震
災
は
未
曾
有
の

規
模
で
起
き
た
た
め
、
ど
ん
な
国
で
も

当
然
な
が
ら
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、

フ
ラ
ン
ス
も
例
外
で
は
な
い
。加
え
て
、

フ
ラ
ン
ス
は
地
震
や
津
波
の
多
発
地
域

で
は
な
く
、
か
な
り
自
然
に
恵
ま
れ
た

豊
か
な
大
地
を
持
つ
国
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
数
百
年
築
の
石
造
り
の
建
物
が
、

か
な
り
よ
い
状
態
で
残
さ
れ
る
ケ
ー
ス

は
数
多
く
存
在
す
る
。
ま
た
、
一
度
も

地
震
を
経
験
す
る
こ
と
な
く
、
人
生
を

送
っ
て
き
た
方
が
大
勢
い
る
と
思
わ
れ

る
。
今
回
日
本
で
起
き
た
地
震
、
そ
し

て
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
大

津
波
の
破
壊
力
、
被
害
の
甚
大
さ
を
ラ

イ
ブ
で
見
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
心
を
痛

め
、
相
当
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
に
違

い
な
い
。
三
月
二
五
日
時
点
で
フ
ラ
ン

ス
赤
十
字
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
義
援

金
は
約
二
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
（
約
二
億
三

〇
〇
〇
万
円
）、
ま
た
高
級
ブ
ラ
ン
ド

の
シ
ャ
ネ
ル
な
ど
フ
ラ
ン
ス
大
手
企
業

の
寄
付
も
約
六
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
に
達
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。⑷

　

つ
ぎ
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
現
在
一
九
の

核
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
を
抱
え
て
お
り
、

稼
働
中
の
原
子
炉
が
五
八
基
で
、
基
数

で
言
う
と
ア
メ
リ
カ
（
一
〇
四
基
）
に

次
ぐ
世
界
第
二
位
で
あ
り
、
電
力
に
占

め
る
原
発
の
割
合
が
世
界
ト
ッ
プ
の
七

五
・
二
％
で
あ
る

⑸

。
原
発
の
「
安
全
神

話
」
が
崩
れ
た
と
言
わ
れ
る
日
本
の
大

惨
事
を
目
の
前
に
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
国

民
に
と
っ
て
決
し
て
対
岸
の
火
事
で
は

な
い
よ
う
だ
。
実
際
に
三
年
前
の
二
〇

〇
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
電
力
公
社
（
Ｅ
Ｄ

Ｆ
）
が
所
有
す
る
フ
ラ
ン
ス
南
部
の
ト

リ
カ
ス
タ
ン
原
発
事
故
で
一
〇
〇
人
が

被
ば
く
し
た
と
の
報
道
も
あ
っ
た

⑹

。
今

回
、
日
本
で
起
き
た
地
震
に
よ
る
原
発

事
故
の
報
道
を
受
け
、
四
月
二
〇
日
に

同
国
の
テ
レ
ビ
が
世
論
調
査
の
結
果
に

基
づ
き
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
原
発
へ
の
支

持
率
は
日
本
東
大
震
災
前
の
六
六
％
か

ら
五
八
％
ま
で
低
下
し
た
と
公
表
し
た

⑺

。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
な
ど
の
反
原
発
機
運
も

孟
　
　
渤

現
地

リ
ポ ー ト東

日
本
大
震
災
に
関
す
る

フ
ラ
ン
ス
社
会
の
反
応
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日
本
東
大
震
災
後
に
一
気
に
高
ま
り
、

パ
リ
な
ど
大
都
市
で
の
デ
モ
や
抗
議
集

会
も
相
次
ぎ
、
原
発
の
是
非
を
問
う
国

民
投
票
ま
で
提
案
さ
れ
、
大
激
論
は
今

も
続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス

政
界
で
も
原
発
支
持
派
と
慎
重
派
の
間

で
の
対
立
も
い
っ
そ
う
激
化
し
そ
う
だ
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
後
の
一
連
の

流
れ
を
見
て
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ

ア
の
反
応
の
敏
感
度
が
異
例
に
高
い
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
全
体
的
な

印
象
と
し
て
地
震
、
津
波
の
被
害
お
よ

び
救
援
状
況
に
関
す
る
報
道
の
頻
度
と

密
度
に
比
べ
、
明
ら
か
に
原
発
事
故
に

関
す
る
報
道
に
か
な
り
偏
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
原
発

大
国
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
国
内
事

情
、
そ
れ
に
よ
る
国
民
感
情
も
あ
り
、

今
回
の
福
島
原
発
事
故
に
関
す
る
報
道

の
集
中
度
と
頻
度
の
高
さ
を
理
解
で
き

な
い
訳
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
被
災
さ
れ
た
日
本
の
方
々

に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
り
、
不
安

で
困
難
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
日
本
人

に
励
ま
し
の
言
葉
を
送
っ
た
り
す
る
メ

デ
ィ
ア
も
数
多
く
あ
っ
た
。
し
か
し
、

新
聞
の
一
面
に
日
の
丸
の
デ
ザ
イ
ン
と

と
も
に
日
本
語
で
「
が
ん
ば
れ
、日
本
。

が
ん
ば
れ
、
東
北
」
の
見
出
し
を
掲
げ

た
イ
ギ
リ
ス
紙
と
比
べ
る
と
、
異
彩
を

放
ち
、
人
間
味
に
溢
れ
る
報
道
は
や
や

足
り
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
さ
ら
に

言
う
と
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
紙
の
日
本
語

見
出
し
は
縦
書
き
に
な
っ
て
お
り
、
日

本
へ
の
手
紙
の
よ
う
な
形
で
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
た
め
、
被
災
中
の
日

本
に
と
っ
て
お
も
い
や
り
に
満
ち
た
連

帯
感
が
切
々
に
感
じ
ら
れ
た
だ
ろ
う
。

実
際
に
震
災
一
カ
月
後
に
、
フ
ラ
ン
ス

有
力
紙
も
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で

は
自
然
災
害
で
多
く
の
死
者
を
出
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
発
事
故
に
偏
っ

た
報
告
が
多
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、「
技

術
先
進
国
の
日
本
で
さ
え
大
刀
打
ち
で

き
な
い
」
原
発
事
故
へ
の
恐
怖
心
を
表

し
た
結
果
だ
と
分
析
し
て
い
る

⑻

。

　

ま
た
、
原
発
事
故
の
影
響
お
よ
び
見

通
し
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
の

報
道
に
悲
観
的
な
表
現
が
多
い
こ
と
も

印
象
的
だ
。
本
来
、
事
実
を
迅
速
か
つ

客
観
的
に
大
衆
に
伝
え
る
こ
と
が
マ
ス

コ
ミ
の
使
命
で
あ
る
が
、
事
実
を
伝
え

る
際
の
言
葉
使
い
や
口
調
が
、
受
け
手

で
あ
る
大
衆
の
感
情
に
大
き
な
影
響
を

あ
た
え
る
か
も
し
れ
な
い
。も
ち
ろ
ん
、

そ
の
影
響
は
大
衆
を
楽
観
的
な
方
向
に

励
ま
す
も
の
も
あ
り
、
か
た
や
悲
観
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
つ
け
る
も
の
も
あ

る
。
ひ
と
つ
有
名
な
例
と
し
て
、
一
九

六
二
年
の
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
際
に
、
ア

メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
業
界
に
そ
れ
こ
そ

地
球
の
終
り
の
よ
う
な
緊
張
感
が
走
っ

た
が
、「
ア
メ
リ
カ
の
良
心
」
と
呼
ば

れ
た
ニ
ュ
ー
ス
ア
ン
カ
ー
の
ウ
ォ
ル

タ
ー
・
ク
ロ
ン
カ
イ
ト
は
キ
ュ
ー
バ
危

機
の
状
況
を
伝
え
終
え
て
、
に
っ
こ
り

し
な
が
ら
「So far so good. Good 

night, folks.

」（
ま
あ
、
今
日
は
こ
ん

な
と
こ
ろ
で
す
か
、
み
な
さ
ん
、
お
休

み
）
と
言
っ
て
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
国

民
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
と
言
わ

れ
た
。
深
入
り
を
し
な
い
が
、
い
く
つ

か
の
有
力
紙
も
含
め
て
今
回
の
原
発
事

故
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
側
の
報
道
は
、

日
本
の
一
部
の
民
放
と
同
じ
く
ら
い
の

動
揺
ぶ
り
が
伺
え
る
。
率
直
に
い
え
ば

日
本
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
よ
う
な
冷
静
で
煽
ら

な
い
報
道
は
少
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

フ
ラ
ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
道

さ
れ
た
原
発
事
故
の
情
報
ソ
ー
ス
は
日

本
政
府
の
発
表
や
日
本
国
内
の
マ
ス
コ

ミ
か
ら
得
た
も
の
が
多
く
、
日
本
で
さ

え
当
時
の
情
報
が
不
十
分
だ
っ
た
た

め
、
そ
れ
な
り
の
推
測
と
憶
測
が
あ
る

の
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
業
界
の
反
応
と

裏
腹
に
、フ
ラ
ン
ス
の
外
務
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
問
題
担
当
省
の
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
、
震
災
翌
日
ま
で
、
同
セ
ン

タ
ー
で
は
主
に
親
類
な
ど
を
心
配
す
る

家
族
か
ら
約
一
八
〇
〇
件
の
電
話
を
受

け
た
と
言
う

⑼

。
ま
た
、
震
災
翌
日
に
、

在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
は
「
余
震
の
可

能
性
や
福
島
第
一
原
発
で
の
事
故
を
踏

ま
え
、
首
都
圏
に
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
に

対
し
、
滞
在
す
べ
き
特
段
の
理
由
が
な

い
場
合
は
数
日
間
、
関
東
を
離
れ
る
よ

う
」⑽

と
同
大
使
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

勧
告
し
た
。
た
だ
し
、
当
日
の
勧
告
は

フ
ラ
ン
ス
語
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
日

本
語
サ
イ
ト
に
同
様
な
情
報
が
掲
載
さ

れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
ヨ
ン
首

相
は
国
民
議
会
（
下
院
）
で
、
帰
国
者

の
た
め
に
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
に
臨
時
便

を
出
す
よ
う
指
示
し
た
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。
震
災
後
の
フ
ラ
ン
ス
外
務
省

の
情
報
に
よ
る
と
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人

は
約
九
〇
〇
〇
人
、
東
京
近
郊
に
約
五

〇
〇
〇
人
が
い
る
が
、
現
在
は
約
二
〇

〇
〇
人
に
ま
で
減
っ
て
い
る
と
い
う
。

実
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
み
で
は
な
く
、

日
本
に
い
る「
外
国
人
脱
出
パ
ニ
ッ
ク
」

と
い
わ
れ
る
事
態
に
い
た
っ
た
背
後
に

は
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
指
摘
し
た
通

り
、「
本
国
が
積
極
的
に
後
押
し
し
て

い
る
点
」⑾

と
、
日
本
か
ら
の
原
発
情
報

に
対
す
る
海
外
の
不
信
感
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。
特
に
、
原
発
に
関
す
る
日
本
か

ら
の
情
報
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル

ケ
ル
首
相
を
は
じ
め
、
海
外
の
メ
デ
ィ

ア
か
ら
厳
し
い
指
摘
が
か
な
り
多
か
っ

た
の
も
事
実
で
あ
る

⑿

。た
だ
し
、後
日
、

福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
対
策
統
合
本

部
に
よ
る
「
情
報
一
元
化
」
声
明
が
出
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さ
れ
た
後
は
、
こ
う
い
っ
た
指
摘
が
少

な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
経
済

へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
内

か
ら
心
配
の
声
も
相
次
ぐ
。た
と
え
ば
、

世
界
の
半
導
体
部
品
の
二
割
が
日
本
に

依
存
す
る
た
め
、
震
災
に
よ
り
日
本
の

生
産
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
と
、
欧
州
の
生

産
シ
ス
テ
ム
に
影
響
が
生
じ
か
ね
な
い

た
め
、
半
導
体
分
野
で
欧
州
は
自
立
す

べ
き
で
あ
る
と
フ
ラ
ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア

が
関
連
業
界
の
有
識
者
に
よ
る
談
話
内

容
を
紹
介
し
た

⒀

。
自
動
車
製
造
業
に

も
日
本
か
ら
の
部
品
不
足
で
数
千
人
の

失
業
者
が
出
る
と
の
報
道
も
あ
っ
た

⒁

。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
三
月
中
旬

よ
り
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
る
生
鮮
食
品

に
対
す
る
放
射
性
物
質
検
査
の
実
施
を

開
始
し
、
パ
リ
の
日
本
料
理
店
の
来
客

数
が
三
〇
％
減
少
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス

も
流
さ
れ
た

⒂

。
さ
ら
に
、
も
う
ひ
と

つ
懸
念
さ
れ
る
の
は
観
光
業
だ
。
フ
ラ

ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
毎
年
約

六
〇
万
人
の
日
本
人
観
光
客
が
フ
ラ
ン

ス
を
訪
れ
、
購
買
力
も
か
な
り
高
く
、

二
〇
〇
九
年
で
は
約
一
億
ユ
ー
ロ
を
消

費
し
た
と
い
う

⒃

。
今
回
の
震
災
に
よ

り
、
自
粛
ム
ー
ド
が
長
引
く
と
フ
ラ
ン

ス
に
足
を
は
こ
ぶ
日
本
人
観
光
客
が
例

年
よ
り
減
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
当
は

過
度
な
自
粛
を
せ
ず
、
い
つ
も
ど
お
り

に
海
外
旅
行
に
行
っ
た
方
が
自
国
の
安

全
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
逆
に
日
本
の
観

光
業
の
た
め
に
も
な
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
カ
月
半
が
経

過
し
た
今
、
海
外
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
社

会
の
反
応
に
つ
い
て
、「
過
剰
」
あ
る

い
は「
神
経
質
」と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
表
現
は
恐
ら
く
適
切
で
は
な

い
。
震
災
当
事
者
で
な
い
国
は
様
々
な

国
内
事
情
も
あ
り
、
加
え
て
日
本
か
ら

の
情
報
に
関
す
る
不
信
感
も
あ
っ
た
な

か
、
情
報
パ
ニ
ッ
ク
と
い
っ
た
現
象
は

ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
。
視
点
を
変
え

て
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
日
本
は
自
分
の

経
済
規
模
に
見
合
う
よ
う
な
対
外
発
信

力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
、
す
な
わ

ち
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
、
イ
ギ
リ
ス

の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
の
で
き

る
メ
デ
ィ
ア
が
日
本
に
は
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
相
手
に
言
わ
れ
る
あ
る

い
は
言
っ
て
も
ら
う
よ
り
、
自
分
か
ら

客
観
的
に
事
実
を
伝
え
た
方
が
風
評
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
手
段
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
事
務
局
長
の
天
野
氏
が
言
わ
れ
た
よ

う
に
、「
こ
れ
ほ
ど
の
危
機
の
場
合
、

日
本
政
府
は
国
際
機
関
と
共
同
で
情
報

公
開
に
あ
た
る
べ
き
で
は
な
い
か
」⒄

。

（
M
e
n
g 

B
O
／
前
在
パ
リ
海
外
研
究

員
、
現
職
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

国
際

産
業
連
関
分
析
グ
ル
ー
プ
研
究
員
）

《
注
》

⑴ 

在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
）

http://w
w

w
.am

bafrance-jp.org/
spip.php?article4559

。

⑵ Antenne France

電
子
版
（
二
〇
一

一
年
三
月
二
五
日
）。

⑶ 

産
業
ニ
ュ
ー
ス
電
子
版
（
二
〇
一
一

年
四
月
一
日
）

http://sankei.jp.m
sn.com

/poli-
tic

s
/

n
e

w
s

/
1

1
0

4
0

1
/

plc11040101010002-n1.htm

。

⑷ 

産
業
ニ
ュ
ー
ス
電
子
版
（
二
〇
一
一

年
三
月
二
九
日
）

h
ttp

://san
kei.jp

.m
sn

.com
/

w
o

rld
/

n
e

w
s

/
1

1
0

3
2

9
/

erp11032914590009-n1.htm

。

⑸ 

日
経
新
聞
（
二
〇
一
一
年
三
月
二
三

日
）。

⑹ 

フ
ラ
ン
スLe M

onde

紙
（
二
〇
〇

八
年
九
月
七
日
）。

⑺ 

フ
ラ
ン
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
電
子
版
（
二
〇
一
一
年
四
月
一
二

日
）

http://w
w

w
.new

sdigest.fr/
new

sfr/content/view
/4636/7/

。

⑻ 

フ
ラ
ン
スLe M

onde

紙
（
二
〇
一

一
年
四
月
一
一
日
）。

⑼ 

在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
）

http://w
w

w
.am

bafrance-jp.org/
spip.php?article4564

。

⑽ 

産
業
ニ
ュ
ー
ス
電
子
版
（
二
〇
一
一

年
三
月
一
三
日
）

h
ttp

://san
kei.jp

.m
sn

.com
/

w
o

rld
/

n
e

w
s

/
1

1
0

3
1

3
/

erp11031322390012-n1.htm

。

⑾ ZAKZAK

電
子
版
（
二
〇
一
一
年
三

月
一
七
日
）

http://w
w

w
.zakzak.co.jp/soci-

ety/dom
estic/new

s/20110317/
dm

s1103171554014-n1.htm

。

⑿ 

読
売
新
聞
（
二
〇
一
一
年
三
月
一
六

日
）
に
よ
り
、メ
ル
ケ
ル
首
相
は
「
日

本
か
ら
の
（
原
発
）
情
報
は
矛
盾
し

て
い
る
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

⒀ 

フ
ラ
ン
スLeM

agIT

紙
（
二
〇
一
一

年
三
月
一
四
日
）。

⒁ 

フ
ラ
ン
スAFP

通
信
（
二
〇
一
一
年

三
月
二
四
日
）。

⒂ 

フ
ラ
ン
スLe M

onde

紙
（
二
〇
一

一
年
四
月
一
二
日
）。

⒃ 

フ
ラ
ン
スLe Figaro

紙
（
二
〇
一

一
年
四
月
一
日
）。

⒄ 

読
売
新
聞
電
子
版
（
二
〇
一
一
年
三

月
三
〇
日
）

http://w
w

w
.yom

iuri.co.jp/col-
u

m
n

/k
en

k
yu

/2
0

1
1

0
3

3
0

-
O

YT8T00267.htm

。




